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〈編集後記〉

編集委員の一翼 を担 わせ て頂いていることで、本号 にあるような、海洋天然物か らのが

ん分化誘導物質探求や、液晶 中の アルキル基 の役割、NMR測 定 によるたんぱ く質研 究な

どの興味深い解説記事 を真 っ先 に読む ことがで きます。 どれ も目新 しく,お もしろ く読め

る ものですが、専 門外の人 間には知 るとっかか りがない ものばか りで した。

大学の研究の進展 も大変早 く、専門外の様 々な分野の膨大 な研究成果 については正 しく

理解する どころか、ふれることさえほとんど不可能に近いのではないか と思います。

一方 アカンタビリティー とい う言葉が一般 的に受け入れ られる様 になった ことが示す よ

うに、何 をしているのかその分野 に携 わる人たち以外 にも説明することが ます ます要求 さ

れています。

この ような相反す る要素 を少 しで も解消するためには、この 「低温 セ ンター便 り」の よ

うな解説記事 を主体 とする雑誌 の存在が ますます重要 になるのではないで しょうか。

最近、所用で他大学 を訪れ る機会があ りましたが、そ この棚 に 「低温 センター便 り」が

さ りげな くおかれていました。私 たち編集 に携 わる者が予想 している以上 に多 くの方が本

誌 を目に してい るので はないで しょうか。

今後 とも大阪大学 の最新 の研究成果 を分か りやすい言葉 で広める とい うことがで きるよ

うに及ばず なが ら努力 したい とお もわせ られ ました。(藤 井研一)
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表紙説明(上 図)ANBC(22)の 二種類の等方性液晶相[Ia3d相(左)とIm3m相(右)]

に予想 される凝集構造(単 位胞)。 分子コアのつ くる面状凝集体の立体配置を表す。

(下図)蛋 白質の立体構造。(本 文参照)


